
子どもの性被害の実態 

　性暴力被害者への総合的支援を担うワンストップ支援センターにおいて

中核となる相談支援体制を整備するため、医療関係者や支援機関従事者

が被害者の心情理解や適切な対応について学び、相互に連携を深めるこ

とを目的として研修を実施します。

令和7年度
性暴力被害者のための医療関係者・

支援機関等従事者研修

公益社団法人沖縄県看護協会

担当：吉田・呉屋

電話：098－888-3155

 お問い合わせ 

NPO法人レジリエンス代表。米国法

学博士・ソーシャルワーク修士。暴力

被害を機に2003年団体設立。「こ

ころのcare講座」を開講し全国で講

演。法務省企画で矯正施設講習・研

修を実施し、24年より内閣府検討会

委員。

中島幸子氏

（NPO法人レジリエンス代表）

84年から福岡県警勤務後、96年より

少年育成指導官として非行・いじめに

対応。「サポレンジャー・レッド隊長」

として活動。24年からはスクールカウ

ンセラーや保護司、講師として研修・

講演を行い、法務省国際研修会で28

カ国に取組を発信。

安永智美氏

　　（元福岡県警察少年

　　　　　　サポートセンター）

2025年11月29日(土)

13:00～15:00

2025年12月6日(土)

13:00～15:00

2026年1月24日(土)

13:00～15:00

後藤弘子氏

（千葉大学　理事・副学長）

研 修 内 容：性暴力被害の現場から見た支援・性暴力被害者が及ぼす影響・子どもの性被害

対　    象：性暴力被害者支援に関わる機関等に従事する方

定　    員：100名

会　    場：公益社団法人沖縄県看護協会　第一研修室

申込方法：URLまたはQRコードよりお申し込みください

申込締切：2025年11月14日（金）

参加費

無 料

性暴力被害が及ぼす影響

～トラウマと解離について知る～

子どもを性暴力から守るため

～救えたはずの命から託された願い～

2024年3月まで千葉大学大学院社会

学研究科教授として法科大学院で

「少年法」「ジェンダーと法」を20年

間教える。専門は刑事法。ジェンダー

法学会理事長、被害者学会理事長。

共著として『ジェンダーレンズで見る

刑事法』『ストーキングの現状と対

策』『性暴力と刑事法』など。

←研修会のお申し込みはこちらから

https://ws.formzu.net/fgen/S449323606/

　沖縄県

(Zoom参加可)


